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2012 年 １２月２２日（土） 13:00～17:00 

逗子文化プラザ 市民交流センター （逗子市立図書館向かい） にて 

 

昨年度大好評だった、ダイスケ先生の楽しい授業♪第２弾。今回のテーマは「ブラジル」！ 

から来た若者たちと、国際問題をはじめ、いろいろな話題について語り

合い、考えてみませんか。東海大学国際学科のベスト・ティーチャー、

ダイスケ先生が教科書には載っていない新しい世界に案内してくれます。英語が苦手でも大丈夫。

初めて会った人とも積極的に話をしてみようという勇気こそ、世界へのパスポートです。 

 

対  象 逗子市内在住又は在学の 15 歳～22 歳くらいの男女 

定  員 ４０名（申込み先着順） 

申し込み 市民交流センター（市民協働課）まで、電話、メール、ファックスで 

受付期間 2012 年 12 月１日～（先着順、定員に達した時点で締め切ります） 

持ちもの とくになし（筆記用具等は必要ありません） 

服  装 なるべく動きやすい服と靴で参加してください。学校指定の制服等を 

着る必要はありません。 

 

主催  逗子市 市民協働部 市民協働課 

ブラジル 

会場案内図 



講師・ナビゲーター 小貫大輔さん（ 東海大学 教養学部 国際学科 准教授 ） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
ブラジル・サンパウロのファベーラ（スラム地区）での幼児教育のボランティア活動、日本に住むブラジル人の教育支援活動などを

続けながら、東海大学の国際学科で教員を務める。東海大学が学生の人気投票をもとに決定する「ベスト・ティーチャー賞」を２度

受賞しており、参加型の楽しい授業には定評がある。東京大学卒。著書に『耳をすまして聞いてごらん－ブラジル、貧民街で出会っ

たシュタイナー教育』（ほんの木、1990 年）、『ブラジルから来た娘タイナ－十五歳の自分探し』（小学館、2002 年）など。 

 

プログラム 12:45～13:00  受付 

  13:00～13:30  オリエンテーション、参加者自己紹介など 

  13:30～16:30  「異文化コミュニケーション」をテーマとしたワークショップ 

交流活動など 

  16:30～17:00  まとめ、アンケート記入等 

 

問合せ先 逗子市 市民交流センター内 市民協働課（担当：本多、木下） 

  電 話 ０４６－８７２－３００１  ＦＡＸ ０４６－８７２－３００３ 
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青少年
ユ ー ス

国際理解
グ ロ ー バ ル

セミナー in 逗子 参加申込書 

 

市民交流センターへ持参、又はファックスでお送りください。 

電話、メールでも申込みができます。以下の①～④をお知らせください。 

（メールの件名は「国際理解セミナー申込み」でお願いします） 

 

電 話 ０４６－８７２－３００１ ＦＡＸ ０４６－８７２－３００３ 

メール siminkyoudou@city.zushi.kanagawa.jp  ここから読み取り 

 

① 名  前       

② 学校・学年 

又は 年齢       

 

③ 電話番号       

 

④ メール・アドレス       

 

お寄せいただいた個人情報は、この講座の開催に必要な場合にのみ使わせていただくこととし、目的外使用、第三者への提供はいたしません。 

私は、二十代に旅先のブラジルで出会ったボランティア活動をきっかけに、

国際協力を生涯の仕事とするようになりました。小さな、地域に根ざした活

動に携わることから、大きな、世界を動かすような運動・思想に触れる醍醐

味。自分の信じる道を行きながら、同じ願いを抱く仲間たちと運命を共にす

る興奮…。スリルたっぷりに生きてきた日々です。 

一回ぽっきりの人生、あなたは、広い世界のどこに自分を置きますか。皆さ

んが世界と自分との関係を見出して人生に旅立っていくことをサポートす

るのが、私の役割だと思っています。 

mailto:siminkyoudou@city.zushi.kanagawa.jp

